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鳥図鑑から抜け出たような 。・
62月 擁会・ 自然俳句

ならやま (レポー ト・ 自然観察)・ 癒しの散歩道

「健康優良児Jのアプラムシ・・・ 。「講座」⑤

ジレー随筆 「お元気ですか」・・・
。「NZの旅・神の宿る額井岳」

随想「Sllれ」

かわゅ～い 「ルリビタキJ ! :

スタッフ募集「自然教室チーム」
。「ちいきじようほう」

3・ 4月 行事案内・ 。毒ヒ源郷へ」。「佐保路」ギ初瀬街道～」

今月の表紙・ベン画に寄せて



2月 9澤 『曲の辺の道」野鳥観察会

鳥 図鑑 か ら抜 け義た様 な光 景 岸谷 和代

生憎の空模様。」R柳本から始まつた観察会

iま説明 1)そ こそこに長岳寺五智堂に立ち寄り黒

塚古墳へとむかう。冬桂れの大本にイカルが数

羽[早速双眼鏡と図鑑を取出し黒い頭と黄色の

頑丈な嘴を確認.堀には 21民 のカモ・寒さに震

え真ん丸に膨らんだキジバ ト'大きく胸を張 |

立ち上まるツグミ。あ iコ ゲラだ=本から木ヘ

移動しみんなの澤をラ|き 付 :す る=導 線の先には、

鳥達の混群が見えるこ背の緑黄色と灰青色のグ

ラデーシヨンが綺麗なシジュウカラc背 と腹の

オレンジが鮮やかなヤマガラ。なら曲の常連エ

ナガ・・・まるで鳥図鑑から抜け難1て きた様な

光景に皆ノレな興奮状態になるが強くなつてきた

雨脚にせかされオシドリの待つ崇神天皇陵
へと

雨対策も万全に急ぐ。たくさんのカモに混じつ

て遠く薄暗い水面に 2組のペアと雌鳥がレンズ

を通してみえる.神様は、なんて素敵な生き物

を造られたのだろうか
。・複雑で鮮やかな繁殖

羽を()つ雄鳥に比べ雌鳥の慎ましやかなこと、

l´′かし、■二重ittLニユ去聾土壼塁在■ir

fi二:L全委重_'三菱数■_豊2登■整笙摯燿壼

驚く。で:まいつたい
。。と思う輩に彼らは視界

から遠ぎかつていつた。

ランチタイムとコーヒーブレイクをはさみな

がら大空間広がる長閑な漂園風景を楽しみ鳥を

探して終点石上神社をめざした。天高く舞うト

ビ ,電線いつぱいにならえ′だカフラ|ワ・永週

で遊ぶセキレイ息・本から本ヘモズが飛び
「チ

チン・チチン」とキセキレイが電線で晴く。

いつまでもこんな風景が変わらずにあつては

しいと願いながら可愛い鳥達を堪能した観察会

でした。

*小雨にもかかわらず、23名 の参加がありました。

皆さんはどれだ:すの鳥がみられましたか?

'lr霜F

カイツブリ・カワウ。アオサギ 'オシドリ'マガモ・カルガモ
。コガモ・オナガガモ・ トビ

オオタカ。バン・ケリ。キジバ ト・コゲラ・キセキレイ・ハクセキ
レイ 'セ グロセキレイ

ビンズイ。ヒヨドリ。モズ・ジョウビタキ
。シロハラ・ツグミ。エナガ

。ヤマガラ・メジロ

シジュウカラ。ホオジロ・カシラダカ
。アオジ・アトリ・カフラヒワ・イカル 'シメ・スズメ

ムクドリ・ハシボソガラス・ハシブトガラス 以上 38種でした。 小田



霧百
・y淋

2燿 9霞 機会.蕪 命辺の道 野鳥観察会。

今年祷めて議が降る。

ルさすぎの標》援す鶴養のな

生憎の天候。モノクロの世界が展がる。

嬌「の乃らなかたかと智す芽

かづ え

崇神陵の豪。おしどりは枠の良さで知られる。

枠官の本履を思わすンルエット.難 を気遺う姿に春が近い。

一ネに群をt囀 りの朝角かす   券 久

「鳴りJは春の季語。オナガ・ シメ・ シジュウガラ 0コ ゲラ・

ビンズイとそれぞれの群れが集まる光景に適選する。鳥たちよ、グッ

モーーニ ング。

くら

そ跛の各さ率よキ鶴の緯 券 久

冬の名残 りの一景。

ネの轟 券 久

山の辺に春の雨。草木の芽吹きを促す喜雨。人はみな足早となる。

これもまた密然か。

落ちていた軍をが根 t｀ 春の病 券  久

某日の里山。一面の霜畳。忘れられた手袋に耕人の魂が宿る。

，

“



ならゆまプ国ジエクト・レポード,3年2月

1月 27澤  (本)晴  参爆者 23名
。臨時山の日は玉切作業 コナラの間伐材を維

茸のホダ本用に lmの長さに切断する。椎茸

栽培も4年昌、慣れ.た手順で計画の230本

が整然と並べられて2月 末の植菌を待つ

1爵 29漏 (主)靖   参加者 88名
。実習生受入 14名  12書 に続いて実習希望

者が多く、担当の窓口!ま嬉しい悲鳴をあ|ずる。

実習tlま農憂、三義の 2駆に分 かれて実習

に汗を流す。午後は自然観察、 意見交換と

充実し́た一日を過ごした。

・El地区の里山林の基礎整備が完了 !i

明るく見通しのいいコナラ林、本漏れ目いつ

ばいの林床、■つたりと広い観察路、通り抜

ける風 l■「気持ちいいなあ」とつい声が出る。

「セラピー 7~l路」とでも名付 :すたいようえi素

敵な景観に仕上がつた。 (写真 下記)

2月 3日 (本)晴  参力E者  39名
`3月 下旬並みの場気に多数の参加者で賑わう.

玉葱の追肥など予定された農園作業はたち

まち完了、力の余つた女性パワーは、刈り取

った笹の処理に。環境 Grの皆さんは思いが

けない応援にハッスルЪお陰で新受託地の笹

藪のメ電取り作業は一気に進むc

。新年度に取組を予定ヒ́ている拡大ならやま地

区 (前月号記事)σ〕下見と観察ルー トの探索

を実施。このエ リアは、オオタカの営業やサ

サニ リも見られてお り、貴重な生態系を保護

のためのパ トコール と観察を中心 とした管

理をしていく方針である。

2月 10溺 (本)晴  参力E者  24名
。臨時曲の日 E2地 区の山地の整備。ここは

尾根給いの西斜面で、風当たりと乾燥気味の

問題場所である、嘗てのアカマツが枯死 し、

後継樹種が育つていない。下車をメ電り、林床

をよく観察 し、今後の保全の方法を検討する。

・頼もしい新入会員 永淵元弘さんの参加あり。

コJ作業の経験 1)十分、ご活躍を期待 したい。

2月 12日 (土)購 後雪  参加者 21名
,厳 しい寒気の中だが、里ば:活動にはベス トシ

ーズン。マンパワーもさらに強化されて E2,

3地区の整備がぐんぐん進められる。

・ b地区珊園跡の溝に杭を打ち、板で土止めを

する。壁面の土質は砂利、砂、シル トで崩れ

やすく、塩本さんの指導で苦心の作業が続く。

2月 17日 (木) 晴後雪  参加者 39名

・午後「有機農法とJAS規格」の講習会が農

園 Grの主催で開催された。講師は県農業総

合センターの元所長、農学博士の小畠博文氏。

懇切丁寧な説明に、熱心な質疑が飛び交って

35名 の出席者は大い :こ啓発された.

(古川 祐司 記)
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*なら準ま璽疵林花だよ惨*            守暉 京子
2月 17日 (本 )3日 前に雪が降り、松や竹の折れる被害がありましたが、今日は一転
春の轟差しです。春を待ちかねた草花が咲き始めました。オオイヌノフグリの鮮やかな

青とハコベの自が畑の周辺のあちこちで見られ、畑仕事もはかどる気分です。サイクリ

ングロー ドから見上げるとハンノキの枝先で雄花が風に揺れてiiます。またならや

まりいつもの春が近づいて来ました

花…オオイヌノフグリ、ハコベ、タネツケバナ、ホ トケノザ、ハンノキ

曹ふくらむ…ウメ、クロモジ、ツバキ、ジンチョウゲ、アセど、ヒ

サカキ

このところの乾燥で苦しかつたならやまの苔やシダ

は雪解け水をたっぶり吸いこんで元気を取り戻

しました。シシガシラは葉のテれ込みが独

特の美 しいシダですc砲子葉 |ま もう役

目を終えてこげ茶色で固くなつてい

ました。

*ならやま鳥だより幸              小田 久美子

2月 14日 (月 )。 鳥の気配のない曇りの中 3人で廻りました。午後は記録的な雪になり

鳥たちはどうなつたか気になりました。

<義 kの 棋 多 ミ >翔 潮 翔 孵 濠 翔 泌 翻 滞 翻 孵 騨 聯 綴 麟 瀞 贈

雪原の彼方の向こうの春待ち草をさがして

時節に翻弄されて足踏みする小さな春に

ひつそりと里山に降り積もる雪の精霊よ

歌を忘れた鶯のように薄れゆく春の初夢

微かな寝息さえもかき消す忍び寄る静寂

小さな冬をあど幾つ越えればいいのだろ

谷川高太郎

苛立つ梅の花は憂いを嘆き深い溜息をつく

お前達は行く先の見えぬはぐれ天使なのか

寂 しさに吐く息の白さも雪煙に吸い込まれ

見渡せば広がる雪原の白い台地に酔いしれ

季節の旅路にさ迷える春待ち草をさがして
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やさ諄 昆虫講座 (第 5話 )
本村 裕

今回はアプラムシの続編です。

アブラムシも生き物ですので、植物の汁を吸えばいらなくなつた物を排出する必要があります。

そこで成虫も幼虫も尾端からねばねばした液体を排議します。悪臭があるかどうかは知りません

が、アリさんの言によると糖分がいつぱいで栄養満点とのことです。それゆえいつもアリが集ま

ってアプラムシのお尻から出した液体をすぐに拾い集めて巣に運んでいます。その付近にアソが

住んでいないとかいても怠け者ばかりのアリですと、需要と供給のバランスが狂つて排泄物が付

近に撤き散らされます。それゆえアプラムシが多発している葉の一段したの葉にはぴかぴか光る

油滴が堆積します。そこヘアプラムシの脱皮殻や埃が付着するので葉は汚くなります。そればか

りでなく、このJF泄物を栄養源とするすす病菌が活動し始めるのでその部分は黒く汚れます。こ

れを一般にすす病と言つていますが、アブラムシさえ取り除けばこの病気は治まります。また、

カイガラムシやキジラミ、コナジラミなども栄養豊かな排泄物を出すのですす病が発生し、同じ

ような症状を呈しますc

おおいに繁栄している大所帯のアプラムシー家でも恐ろしいものはあります。それはテントウ

ムシの親子です。手当たり次第に食らいつくので、あつと言うFE5に仲F・5達は減り、一族郎党全滅

憂き目を見ます。また、ヒラタアプ (ハエの仲間)の幼虫も強敵です。白いウジムシがアブラム

シの集国内に入り込みつぎつぎに体液を吸い取つてゆきます。テントウムシやヒラタアブほど強

力ではありませんが、アプラバチと言う小さなハチも嫌な虫です。成虫がアブラムシの体内に卵

を産みこむので、ふ化した幼虫がアプラムシの体内を食い荒らして最後にはアブラムシに止めを

刺します。

アブラムシにはなんでも食べる健康優良児もいれば、ひとつの植物しか食
べない極端な偏食児

もいます。どちらかと言えば偏食児が多いです。皆さんに顔場1染を少し紹介してみましょう。

春先にカラスノエンドウにいつぱい並んでいる緑色のきれいな虫は「ソラマメヒゲナガアプラ

ムシ」で、ソラマメの茎にもぎつしりとつきますが、他の植物には見向きもしません。この虫と

同居している黒色の虫は「マメアブラムシ」で、ソラマメ、エンドウ、イングン、樹木のニセア

カシアなどマメ科植物につきます。

健康優良児の代表は「ワタアブラムシ」で、体色は黄色が多いですが、緑色、黒色、灰色など

バラエティに富んでいます。キュウリ、メロンが大好きですが、スイカ、カボチヤ、ナス、サト

イモ、オクラ、ジャガイモ、樹木のムクゲ、フヨウなどいろいろな植物につきます。もうひとつ

の健康優良児は Fモモアカアブラ.ムシ」で、体色は黄緑色か赤褐色で、キャ
ベツ、ダイコン、ハ

クサイ、トマト、ナス、レタスなどにつきます。



難―鳳 鰺鍾罹磯嬢螂ξ

ニュージーランドの旅

山田洋子

念願だったNZに行つて来ました。添乗員な
しの夫と2人だけのツァー。オークランドでの

乗り継ぎで入国検査の厳しさにドキドキ。クイ

ーンズタウンに着いた時はクタクタでした、が、

次の日からは1夫調に「ミルフォー ド1日 ハイキ

ング」「ミルフォー ドクルーズ」に参加。2日 共

雨、雨の時だけに現れる滝が自い血管の様で壮

観でした。「ルー トバン 1日 ハイキング」は雨の

後で、シダや苔、ブナの森、その美しさに目を

見はり、まるでジェラシックパークの世界でし

た。マウントクックでの「フッカ 。バレー」は

午前中は雨風、雷の揃い踏み、それも午後には

風だけとなり、やっと目的地に着いた時には、

マウントクックの氷河が雲ひとつなく現れ、大

喜びでした。夜には星空観察、くつきり見える

天のり1:、 初めて見る南十字星、息をのむ美しさ

に、夫も驚き喜んでいたのが、私には何よりで

した。緊張や失敗も色々ありましたが、それも

また楽し、旅の恥はかきすてて、と言うところ

でしょうか、NZの 自然を満喫した 11日 FHaで

した。

神の宿る額井岳

琴口田啓志

ノアの箱舟はアララト山に漂着し、モーゼはシ

ナイ山で十戒を授かり、イエスは誘惑の曲で悪魔

を退 :す、垂詐|の山で山上の説教を行い、変貌の山・

ヘルモン山では受難と復活を暗示されました。奈

良・榛原には “大和富士"と 言われている額井岳

があり、その頂上には神が宿る祠があつて、占代

からの雨乞いの神事が行われ、また麓l~あ る、十

人 (イ ソハ)ネ申社の祭神は「カムヤマ トイフレビ

コノミコト」(神武天皇 ?)と か。このように、山

は誠に神聖な場所で、特に榛原近辺は、古代の伝

説が語られているところがあちこちに見られ、歩

いていても楽しいところで、その額井岳へ登って

きました。

先ず十人神社でハイキングの無事を願つてお参

り、振り返ると榛原の町と周りの山々がすばらし

い眺めc山道に沢蟹が一匹、何でこんな山の中に ?

尾根筋は疎林かブッシュ、道端にコウヤボウキが

一輪、この季節まま紅葉が盛りで落ち葉も始まり、

周りの観察や景色を観賞しながら曲頂征服。

山頂には祠が祀られやや広く、西には目の前に

貝ケ平山、南に|ま宇陀の山並み、北には都郡の山々、

東に|ま これから向かう戒場山などが手に取るよう

に見渡せ、さすが大和の富士を実感。

下りの山麓にある成長寺は聖徳太子建立の古栞1、

重文の梵鐘、お葉付きイチョウやホオノキの巨木

などがあり、由緒ある山寺。裾野の里LLに ある

“田子の浦ゆ打ち出て見れば真白にぞ 不尽の

高嶺に雪は降りける"の 山部赤人の眠る塚を巡つ

て、 3時前にはバス停へ。

6



早くしとくれ。

藤 :私はこの里山でも大きい事では仲間から

は一日置かれているのよ。笹藪がきれいに
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刈られてやつと人様に美      Hir_L      渕然の中でのやさしい花やたく

しい花を見てもらえると      /J・ Jtt V_  ▲  にましい右巻きの姿も見てほし

喜んでいたのに。そりゃ

あ周りの樹木さんに絡ん

では迷惑かけているけど

だよ。

藤 :鳥 さんの話を聞いていると、有名な藤の名

雪の信貴山・樹氷 (2月 下旬 )
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藤 :ア ッ llち よっと待つてチェンソーさん。  チェーン :俺だつていずれ老朽化したらポイと  :
|・

チェーン : なんだい。こつちは忙しいんだ   捨てられ錆びてハイそれまでよ。寂しいもん  :

″
′



かわゅ～い!!:「メ/リ

今年は、ならやまでもルリビタキの目

撃が多いようですね。オオルリ・
コルリ

と共に瑠璃三鳥と云われ美しい鳥ですが、

より可愛いスズメ大の鳥です。他の二種

のように直ぐに瑠璃色にiまなれないで、

一人前のイケメンになるのに 2～ 3年か

かります。一見メスのように見える団体

をよ～く見て下さい。青い羽が見え隠れ

しています。バカツタラシ
。アオバカな

どと呼ばれ、警戒心が無く人おじしな
い

ので、里彙でも低い山を散策していても

比較的容易に見られる、とてもとても(く

ビタキ」

どい?)愛 らしい鳥です。

小田 久美子

梅満開 (三室山 02月 下旬)

8
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蝙 鶉
『自然教室チーム』 スタッフ募集 ::!:

自然教室チーム 担当 :倉躍

4月 から「小学校の絞庭の轟然観察会」等を担当する『自然教室チーム』が発足します。

子供たちと一緒になって「自然に親しむ』、「自然遊びをする」、
「自然工作をする誓という楽し

い活動を墨指しています。概要は次のとおりです。奮つてご参加ください。

1.活動の概要

① だヽ学校の放譲後教室などで校庭の自然観察会を担当する。

② 必要があれば公轟等での自然観察会を実施する。

スタッフの研修

① スタッフ研修会や自然観察会を開催する。

② 初めての方:こ :ま実際の観察会でジハーサル等の機会も設 :す る。

募集人員など

① 人数には特に載限はありません。

② ただ、チーム内の連絡まま原員Jと して e‐メールで行いますので、

方にお願いします。

パソコンの程用可能な

申込み

倉置 宛に メールでお願いします。メールア ドレスは以下のとおりです。

窪kiFa― kttrata@ms」 .biglobe.ne.Jp  (1=ジ エイが 2ケ所あります)

ご照会|ま TEL i 0742‐ 62‐3460にお願いします。

，

“

3.

4.

☆ 罐 原)2日 高取り||のいつものメンバーのキセキレイ・セグロセキレイ
。モズ♂・ツグミ 上

空でカフウ。同じ漏御所の調んぼではケリ
。アオサギ出会いの多い日。

10日 近くの公園でコゲラ4羽 寄り合いで t)あ つたのか 。。はたまた家族か。

15日  散歩中アキニレにマヒワが 50羽 ほど。なんかの実7)よ うに枝に止まつて・
。その

うちパラパラつという感 じで下に下りてきて盛んに啄ばんでいたcな んかおいヒノいものがあ

ったのかな ?マ ヒワはなんともかわいらしい鳥さん。

15日  夕方久し振 りにシロハラが庭に。エサになるものはおいてないけどいいもの見つけ

たらしくなんか口にくわえてうれしそう。 (斎藤 ) 飛び込む力iフセミ

☆ (斑鳩)5日 大和川三郷町明治橋下にトラツグミ現れる。丁度

子供たちと観察中。みんな大喜びでした。 20日 三室山でも。

17日 ヒバリが囀つていました。

21日 ウダイスの初鳴きです。大和川の河原 (河合町)

毎年、その場所で聞きます。           (勝 圏)

:斃蝙 蝙 鶉

｀`
竜   ‐～鞭~・
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峨 行
※原lll:前 日午後7時前の NHK天気予報で、降水確率 (午前)60%以上の場合は中止

※当会の行事における傷害事故等については個人負担とし、当会は賠償等一切の責任は負いません

案

『ならやま里山林プロジェクト3月・4月 の予定』
このプロジェク トは三井物産環境基金の助成を受けています

場所  奈良市奈良阪町・佐紀町の県有林 (翼平城山駅下車徒歩 10分 )
一 「ならやま会館」前の道路 (ならやま大通り)の南4alに広がる林地一

日時

3月  3日 (本 )
3月  5日 (土 )
3月 10日 (本 )

3月 17日 (木 )

3月 24日 (木 )

3月 31日 (本 )

4月  7日 (本 )
4月 10日 (日 )

4月 14日 (木 )

4月 21日 (木 )

4月 28日 (木 )

4月 30日 (本 )

現地ベースキャンプ地 9時  終了予定 3時
①近鉄奈良駅  バス 13乗場8:23発 高の原行  (平 日・土曜)

②近鉄高の原駅 バス 1番乗場8:32発 JR奈良行 (平 日)
8:30発 JR奈良行 (土曜)

①、②とも佐保台西日、または平城大橋で下車 徒歩約 7分

携行品など

。弁当、飲み物、軍手 (作業用具は現地にて用意)

*環境保護のため、コップ・箸・椀などは各自でご持参下さい。

活動日

公開イベン ト「シイタケを植えようJ

臨時山の日

活動日

活動日 (新入会員歓迎会 ノー・マイカー )

雨天予備 日

活動日

菜の花祭 り (な らコープ協働 菜の花プロジェクト)

活動 日

活動日

活動日

雨天予備 日

集合

交通
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